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副院長兼臨床研修センター長　笠井 健司
　富士地域の中核病院として高度・専門医療、二次救急医療を提供する当院は、次世代
の人材育成にも力を入れています。臨床研修医は、先輩医師の指導のもと日々研さんに
励み、見違えるように成長しています。すべての世代の医療者が響き合いながら富士市
の医療を支えています。

医師法では、｢診療に従事しようとするすべての医師は、2年以上臨床研修を受けなければならない」とされています。
この間、医師は将来専門とする分野にかかわらず、基本的な診療能力を身につけるための研修を受けます。

　当院では、若手医師育成のため平成27年1月に臨床研修センターを設置しました。設置当時は3名だった臨床研
修医も年々増加し、現在は12名を受け入れるまでになりました。同センターでは、臨床研修医が広い知識と高い
技術を身に着けられるよう、研修プログラムの策定、研修環境の整備などを行っています。
　今回は、当院に所属し研さん中の臨床研修医たちを紹介します。当院は、今後も研修医が充実した研修生活を送
れるよう全面的にサポートし、人材育成に力を入れていきます。

ス　ケ　ジ　ュ　ー　ル

次世代の医療を担う人材を育成中次世代の医療を担う人材を育成中!!

8：00
朝カンファレンス
各診療科にてテーマを
決め、先輩医師の皆さ
んとカンファレンスを
行っています。

14：00
手術や病棟業務
手技や処置など実践を
通じ多くのことを経験
する機会があります。

9：00
外来診療
初診外来にて先輩医師の
指導のもと問診や診療を
行っています｡ 先輩医師
に少しでも近づけるよう
日々頑張っています。

15：30
エコー検査
放射線科での研修中は
先 輩 医 師 だ け で は な
く、診療放射線技師の
協力も得て技術を学ん
でいます。

11：00
病棟業務
担当患者さんの診察や
カルテを記入します。
この日は先輩医師と一
緒に患者さんへの処置
をしました。

17：00
カルテ記入
入退院した患者さんの
経過等をまとめます。
同じような病態の患者
さんが入院したとき的
確な検査や診察が迅速
に行えるよう意識しま
す。

19：00
本日の業務終了
この日は気になったこ
とがあったので勉強。
明日も全力投球!!

12：00
昼　食
午後の診療に向けて、
今日も安らぎの時間で
す。いっぱい食べて午
後に備えます。

密 着 ！ 臨 床 研 修 医 の 1 日

臨床研修制度
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各
科
紹
介

　消化器内科は、東京慈恵会医科大学消化器・肝
臓内科から派遣された7名の常勤医師、及び5名
の非常勤医師で消化器疾患に対する専門性の高い
診療を行っています。
　消化管疾患は胃潰瘍などの良性疾患をはじめ、
胃がん・大腸がんなどの悪性腫瘍、潰瘍性大腸炎
の治療に至るまで幅広く診療を行っています。内
視鏡診療においては苦痛軽減のための静脈麻酔も
実施しています。
　肝臓疾患は肝炎や肝臓がん等、多岐にわたり診
療を行います。ウイルス性慢性肝炎に対しては抗
ウイルス療法を積極的に行い、肝臓がんへの進行
を食い止める努力をします。肝臓がんができてし
まっても、ラジオ波治療や肝動脈塞

そ く

栓
せ ん

術等を行
い、積極的な治療を実施しています。

　胆
た ん

膵
す い

疾患は胆石トラブルなどの良性疾患、また
膵臓がんや胆道がんなどの悪性疾患の診療を行っ
ています。胆膵疾患に対する内視鏡検査数は内視
鏡的逆行性胆膵管造影 (ERCP)、超音波内視鏡検
査(EUS)ともに年々増加傾向です。令和元年度で
は、ERCPの施行数は450件にのぼり、静岡県東
部地区においても有数の症例数となっています。
　当院では、所属医師はもちろん、他科との連
携・協力体制が非常に良く、円滑な治療を実現し
ています。地域の中核病院として、専門性の高い
治療を提供していくため、これからも鋭意努力し
てまいります。

消化器内科
～専門性の高い診療が中核病院の使命～

患者さんの笑顔のために頑張ります患者さんの笑顔のために頑張ります!!

　医療者の一員となり能動
的に動いていかなければ
いけないと思っており、そ
のため、カンファレンスや
病棟業務、回診などで疑問
に思ったことは必ず調べ
応用できるようにしていき
たいです。

積極的にチャレンジ

1年目研修医
藤井医師

　私も研修で多くの出会

い、多くの経験を積んで

きました。研修医が日々頑

張っている姿には刺激を受

けています。研修医にとっ

て良いお手本になれるよ

う、私も頑張っていきたい

と思います。

　

佐藤医師
（外科）

　研修医が学ぶための環境
としてはとても恵まれて
いると思うので、それを最
大限活かし、自分にできる
ことを日々増やしていける
ように努力したいと思い
ます。

持てる力を最大限に

1年目研修医
風見医師

　様々な分野の専門家たちに直接指導していただけるのは2年間の初期研修のみなので、この機会を最大限に活用したいです。この2年間の研修を今後の将来につなげていきます。

多くの経験を糧に

2年目研修医
齋藤医師

先輩医師から
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富士市立中央病院外来日程表
受付時間：午前8時～11時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和3年1月1日現在

診療科 《 部 長 名 》
《 責  任  者 》 月 火 水 木 金 （　備　　考　）

内 科
初診

榮本 加藤 新井 古守 山崎
神谷 戸崎 橋本／田中 寺嶋 松本 水曜の橋本医師は奇数週、田中医師は偶数週

（ 血 液 内 科 ）《 藤 井 常 宏 》 藤井 谷口 藤井 山城 谷口医師は午後予約のみ
（糖尿病･内分泌内科）《 安 藤 精 貴 》 安藤／比企 赤嶺 安藤 赤嶺 安藤 月曜の安藤医師は午前、比企医師は午後
（呼吸器内科）《 木 村 哲 夫 》 木村 木村 木村 木村 平野
（ 腎 臓 内 科 ）《 笠 井 健 司 》 高橋 笠井 加藤 高橋 笠井
（消化器内科）《 金 井 友 哉 》 渡邊 金井 鳥巣 中野 佐伯

土屋 土屋 田中／橋本 渡邊 伊藤 水曜の田中医師は奇数週、橋本医師は偶数週
（ 神 経 内 科 ）《 河 野　 優 》 河野 河野 高津 河野
精 神 神 経 科 《 外 岡 雄 二 》 外岡 外岡 外岡 《初診は完全紹介状制》木曜の第1週は午前のみ
循 環 器 科 初診 木下 阪本 阪本 富永 増谷／蒔田 金曜の増谷医師は奇数週、蒔田医師は偶数週

（循環器内科）《 阪 本 宏 志 》 富永 交代制 木下 阪本
蒔田 谷川 蒔田 月曜の蒔田医師は午後

（心臓血管外科）《 田 口 真 吾 》 田口 交代制 成瀬 金曜の成瀬医師は偶数週
小 児 科 《 秋 山 直 枝 》 本木※ 本木※ 松岡 海野※ ※午前のみ

井上 井上※ 藤多※ 井上※ 藤多
海野※ 秋山※ 海野 秋山※ 秋山

外 科 《 梶 本 徹 也 》 初診 交代制 交代制 交代制 交代制 交代制 月・金曜の坪井医師、火曜の良元医師、水曜の武田医師・鈴木医師は午前
入村 吉田 梶本 良元 火曜の佐藤医師は奇数週の午前、赤岡医師は偶数週の午前
坪井 佐藤／赤岡 武田 北村 坪井 木曜の内田医師（小児外科）は第1・3週の午前《初診は完全紹介状制》

良元 鈴木 内田／芦塚 柏木 木曜の芦塚医師（小児外科）は第2・4週の午前《初診は完全紹介状制》
森川 水曜の森川医師は午後《初診は完全紹介状制》

（ 乳 腺 疾 患 ） 女性専用の外来 梶本 神尾 木曜の神尾医師は第3週の午前
整 形 外 科 《 加 藤　 努 》 閨谷 笹本 笹本 閨谷 《初診は完全紹介状制》

小武海 塩飽 塩飽 小武海 水曜は初診のみ
三槗 加藤 交代制 三槗 加藤 水曜の診察は午前9時半から11時まで

脳 神 経 外 科 《 諸 岡　 暁 》 堀内 縄手 坂本 武井 水曜は初診のみ、水曜の坂本医師は第1・4・5週の午後
野田 諸岡 交代制 野田 諸岡 火曜の諸岡医師は再診のみ

形 成 外 科 《 赤 石　 渉 》 赤石 赤石 西村 赤石 《初診は完全紹介状制》
鴨﨑 鴨﨑 鴨﨑 鴨﨑 木曜は予約のみ（手術日）

泌 尿 器 科 《 後 藤 博 一 》 後藤 鈴木 後藤 鈴木 後藤
倉脇 村上 交代制 岩本 村上

（ 排 尿 障 害 ） 女性専用の外来 平本 受付は午後1時～2時《初診は完全紹介状制》
産 婦 人 科 《 矢 田 大 輔 》 初診 井上 佐藤 飯田 矢田／戎野 中野 《婦人科初診は完全紹介状制》

矢田 小田 井上／飯田 木曜の矢田医師は10時まで、戎野医師は10時から
妊婦健診 交代制 交代制 交代制 交代制 交代制 木曜の井上医師は奇数週、飯田医師は偶数週

女性専用の外来
鈴木

（婦人科疾患） 廣中 金山 受付は午後1時～2時 水曜の金山医師は不定期月2回
眼 科 《 藤 谷 暢 子 》 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 木曜は紹介状初診及び予約のみ

渡辺 渡辺 渡辺 渡辺※ 渡辺 ※木曜の渡辺医師は第4週のみ
耳 鼻 咽 喉 科 《 重 田 泰 史 》 児玉 交代制 児玉 森下 交代制 水曜の児玉医師と木曜の森下医師は初診のみ

重田 森下 重田 月曜の重田医師は初診のみ
森下 重田 児玉

皮 膚 科 《 津 嶋 友 央 》 津嶋 津嶋 津嶋／田嶋 津嶋 津嶋 水曜の津嶋医師は奇数週、田嶋医師は偶数週
清／田嶋 田嶋 田嶋 田嶋 月曜の清医師は第1・3週、田嶋医師は第2・4・5週

放 射 線 科 《榎　啓太朗》 榎 榎 榎 榎 榎 《初診は完全紹介状制、完全予約制》
《 野 中 穂 高 》 野中 野中 野中 野中 野中 榎医師は診断・画像下治療、野中医師は治療

歯科口腔外科 《 勝 山 直 彦 》 勝山 勝山 勝山 勝山 勝山 月曜の勝山歯科医師は初診のみ
井出 井出 井出 井出 井出 水曜の井出歯科医師は初診のみ
東條 東條 東條 東條 東條 火曜・木曜の東條歯科医師は初診のみ
大岩 大岩 大岩 大岩 大岩 金曜の大岩歯科医師は初診のみ

派遣医師 岡山 義隆
緩  和  ケ  ア  外  来 梶本 梶本医師は奇数週の午前《初診は完全紹介状制》

       　　  ※都合により、内容が変更になることがあります。
       　　  ※女性専用の外来を担当する女性医師は、赤字で表示しています。

退任日：令和2年11月30日 退任日：令和2年12月31日　　就任日：令和3年1月1日
診療科 退任医師名 就任医師名 診療科 退任医師名 就任医師名

歯科口腔外科（初期臨床研修医） 川
カ ワ

口
グ チ

　浩
コ ウ

平
ヘ イ

－ 外科 吉
ヨ シ

岡
オ カ

　　聡
サトシ

武
タ ケ

田
ダ

　光
ミ ツ

正
マ サ

整形外科 山
ヤ マ

下
シ タ

　　紀
ノ リ

閨
ネ ヤ

谷
タ ニ

　太
タ イ

希
キ

羽
ハ

尾
オ

　元
モ ト

史
シ

小
コ

武
ム

海
カ イ

　信
ノ ブ

之
ユ キ

●医師の人事異動について
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●病院だより
掲載位置  最終ページ下部　
掲載料  1枠 30,000円（税込み）
募集数  1号につき2枠（年4回発行）

申し込み  令和3年2月5日(金)から
　　　　　2月26日(金)まで 

　令和3年度富士市立中央病院「病院だより」と「ウェブサイト」に掲載する広告を募集します。
●ウェブサイト　
掲載位置  トップページ下部　
掲載料  1枠1か月 5,000円（税込み）
募集数  6枠

申し込み  掲載希望月の1か月前まで
 (4月からの掲載は2月26日(金)まで)

病院経営課　内線2222

病院だより・ウェブサイトへの広告募集!

1号から申込みいただけます。
なお、応募多数の場合は、先着順に審査し決定します。

  ※募集要項及び申込書は当院ウェブサイトをご確認ください。

掲載期間は原則3か月以上とします。

　10月29日(木)、当院大会議室において、東京
慈恵会医科大学泌尿器科学講座主任教授頴川晋先
生による、第22回市民公開講座「前立腺癌の検
査・診断・治療の最前線」を開催しました。
　今回の市民公開講座は、新型コロナウイルス感
染症の感染防止対策のために、当院はじめての試
みとしてオンラインによる開催となりました。当
日会場にお越しいただけない方々にもオンライン
でご参加いただき、盛況のうちに終了いたしまし
た｡当院といたしましても、広く市民に対し健康
を守るための啓発事業として、大変意味のあるも
のとなりました。
　講演では、前立腺癌の検査・診断・治療の最前
線について、スライド資料を使用しながらわかり
やすく紹介されました。
　　当院では、市民公開講座を年2回開催しています。随時、病院だよりやウェブサイトを通じて開催のお
知らせをしていますので、ぜひご参加ください。

第22回市民公開講座  開催報告

　10月1日から、放射線治療の専門常勤医師として野中 穂高 医師が着任しました。
　これに伴い、放射線科治療外来の診療は「週2日(水・金)」から「週5日(月～金)」の午前に変更とな
ります。

　10月1日に放射線治療の専門常勤医として着任いたしました。放
射線科治療外来では放射線を用いて様々ながんの治療を行って
おります。放射線によるがん治療は全身的な副作用が軽く、機能や
形態の温存が可能となることが特徴です。さらに、根治をめざす
治療から症状を和らげる緩和治療まで、幅広い状態・疾患が放射線
治療の適応となります。今後は地域の皆様により良い放射線治療を
提供できるよう努めてまいります。

｢放射線科」に常勤医師が着任しました

野中 穂高 医師
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営業時間
9:00～18:00
第３日曜定休
駐車場あり

営業時間
9:00～17:00
日・祝日定休
駐車場あり
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富士宮市立病院

富士急ホテル富士急ホテル

マルハン

イオンSC
富士宮

富士宮補聴器センター富士宮補聴器センター
富士宮店富士宮店

リオネットセンター富士
富士市石坂 大渕街道沿い

TEL・FAX 0545-53-2365

あなたのまちの補聴器やさん
富士宮補聴器センター
富士宮市錦町 イオンSC富士宮東側
TEL・FAX 0544-27-5629
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ハック
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従来品タイプ

認定補聴器技能者在籍任せて安心！

より快適な両耳用低価格モデルより快適な両耳用低価格モデル
『リオネットウィー』『リオネットウィー』 新発売新発売!!もも

重量

約 ダウン
％20

従来の機種と同等出力で
小型・軽量化に成功!

（高出力補聴器『HB-P1』）
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院内ギャラリー展示申込みについて        二次救急医療の提供について

各　種　相　談 曜　 日 時　　間 場　　　所 問い合せ
看護・がん・よろず相談
病気や治療、療養生活に関することなど 月～金 8：30～16：00 1階総合相談センター 内線2046

がん患者サロン ～一人で悩まないで～ ※ 第4水 14：00～16：00 1階第1会議室 内線2916

化学療法の副作用相談会（ケア・爪・脱毛） 第4水 10：00～12：00 2階第3会議室 内線2916
医療福祉相談
医療・保健・介護・福祉サービスに関する生活相談 月～金 8：30～16：00 1階総合相談センター 内線2918

お薬相談 月～金 8：30～17：00 1階お薬相談室 内線2126

栄養相談 月～金 予約制 2階栄養相談室 内線2146

検査に関する相談・血糖自己測定器説明 月～金 8：30～16：00 2階中央検査相談室（臨床検査科) 内線2267

フットケア相談（糖尿病患者さんの足のケア） 水 9：00～15：00 2階内科外来 内線2288

医療放射線被ばく相談 火・木 予約制 1階中央放射線科 内線2153

医療安全相談 月～金 8：30～16：00 2階医療安全相談室 内線2259

　1 高度・専門医療の提供
　2 二次救急医療体制の充実
　3 地域医療連携の推進
　4 災害医療体制の整備
　5 次世代の医療を担う人材育成　｢深めよう  知識と技術  つなげよう  地域医療と在宅医療｣

　富士市立中央病院は、地域の基幹病院として、市民の皆さまにより良い医療を
　やさしく安全に提供し、常に医療の向上に努めます。

 理　　念

 令和2年度病院指針

 基本方針

※がん患者サロンは、12月22日現在中止しています。再開は当院ウェブサイトでお知らせします。

　　　　　　　病院経営課　内線2221

　皆さんの作品が患者さんを笑顔にします。
　令和3年4月から9月までの展示分について、
下記のとおり申し込みを受け付けます。

受付日  令和3年2月26日（金）
 午前9時から午前9時30分まで
 ※希望者多数の場合は、午前9時30分から
 　月ごとに抽選を行います｡

場　所  2階 応接室
持ち物  院内ギャラリー

 展示申込書
 ※募集要項及び申込書は
 　当院ウェブサイトを
 　ご確認ください。

　当院は、入院を要する救急医療を担う二次救急
医療機関ですが、新型コロナウイルス感染症患者
受入れの影響で救急医療が逼迫しています。
　このような中で富士地域の救急医療体制の維持
のため、市内のほかの二次救急医療機関と連携し
医療を提供していま
す。
　救急医療では、患
者さんの容態や空き
ベッドなどを考慮し
受入れ病院が決定さ
れるため、ご理解を
お願いします。


